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私たちが考える
　　　　身近な環境対策
※掲載しているイベント等について、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります。最新の情報はお問い合わせください。
市で実施する各種行事については、業種別ガイドライン（内閣官房）に従い対策を行っています。



私たちにできること
カーボンニュートラルの実現へ

　市では「高石市地球温暖化対策実行計画」を策定し、カーボンニュートラル
の実現に向けた取り組みを始めています。一人ひとりの “ちょっとした” 取り
組みが二酸化炭素などの温室効果ガスの排出抑制につながります。地球環境を
守るため、私たちにできることから始めてみましょう。

市　長 高校生
阪口　伸六

×
清風南海学園

インターアクトクラブ
高
校
生
：
私
た
ち
は
、
ア
イ
シ
テ
ィ
e
c
o

プ
ロ
ジ
ョ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
使
い
捨
て
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
空
ケ
ー
ス
の
回
収
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
し
て
い

る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
素
材
で
作
ら
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
回
収

さ
れ
る
率
が
１
％
未
満
だ
と
知
り
、
回
収
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　
空
ケ
ー
ス
は
燃
や
す
と
二
酸
化
炭
素
が
発

生
す
る
た
め
、
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
の
保
全
に
繋
が

り
ま
す
。

市
長
：
家
庭
系
可
燃
ご
み
一
部
従
量
制
や
、

資
源
ご
み
の
分
別
回
収
な
ど
で
ご
み
の
分

別
は
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
う
し

て
も
分
別
さ
れ
ず
に
焼
却
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
抑
制
に
は
４
R
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
は
世
界

規
模
の
問
題
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

カーボンニュートラルって？
　地球温暖化への影響が大きい二酸化
炭素をはじめとする温室効果ガスの排
出量から、植林、森林管理などによる
「吸収量」 を差し引いて、合計を実質
的にゼロにすることです。

高
校
生
が
始
め
た
こ
と

企
業
と
行
政
が
始
め
た
こ
と

・買い物では過剰包装を断り、マイ
  バッグを持参する

・使い捨ての割り箸や紙コップの使
  用を控え、マイ箸・マイボトルを
  使用する

Refuse（リフューズ）
断る・買わない01

・食材は計画的に購入し、使い切る

・洗剤やシャンプーは詰替えできる 
  製品を選ぶ

Reduce（リデュース）
少なくする02

Reuse（リユース）
再利用する

・不要になったものを再利用（歯ブラ
  シを掃除で使うなど）する

・使わなくなった物は、欲しい人に譲
  るか、リサイクルショップに売る

03Recycle（リサイクル）
再生利用する

・ごみを捨てる前に資源ゴミとなる
  かを確認する

・新聞・雑誌・段ボールなどは自治
  会などの集団回収を利用する

04

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
る

高石市環境・廃棄物リサイクルフェアでのミニディスカッションの様子

高校生と考える地球温暖化対策

問合先　環境政策課☎（275）6266

高
校
生
：
学
校
で
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

ぶ
場
や
、
自
分
達
で
考
え
る
場
面
も
あ
り

ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
こ
と
を
考
え
る

に
は
ロ
ー
カ
ル
の
こ
と
、
自
分
達
の
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

日常生活でできる４Ｒの取り組み

リサイクルに適している使い捨て
コンタクトレンズケース

市
長：市
域
の
約
半
分
を
占
め
る
臨
海
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
で
は
、石
油
か
ら
植
物
油
等
に
切

り
替
え
て
製
品
を
製
造
し
、二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
削
減
す
る
な
ど
、熱
心
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
で
は
こ
の
よ
う
な
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
事
業
を
営
む
新
規
進
出
企
業
等

を
支
援
す
る
た
め
、「
高
石
市
企
業
立
地
等

促
進
条
例
」を
令
和
４
年
４
月
１
日
に
改
正

し
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
５
年
間

課
税
免
除
と
す
る
施
策
を
始
め
ま
し
た
。こ

の
制
度
を
活
用
し
て
も
ら
い
、二
酸
化
炭
素

の
排
出
抑
制
に
取
り
組
む
企
業
が
臨
海
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
に
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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新型コロナウイルス感染症対策に関する支援等
※掲載情報は、3月 28日時点のものです。最新の情報は、お問い合わせください。

対象　新型コロナウイルス感染症の陽性者及び濃厚接触者で、保健所から自宅療養（待機）を要請された方のいる世帯
補助額　ネットスーパーで購入した食料品または日用品の配送費 1日１回 550円上限（最長 14日）
申請期限　待機期間の終了した日の属する月の翌々月の末日まで
問合先　申請書類などの詳細は地域包括ケア推進課☎（267）1160または市ホームページをご確認ください▶　
※なお、ネットスーパーを利用できない世帯を対象に買い物代行を実施しています。（購入代金は自己負担）
　詳しくは、社会福祉協議会☎（248）2667へお問い合わせください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報
問合先　高石市新型コロナワクチンコールセンター☎（275）5226または地域包括ケア推進課☎（267）1160

注！電話のかけ間違いが発生しています！再度確認を！

注！接種券番号を入力する際は、頭のすべての "0"を抜いて入力してください。

注！接種券番号を入力する際は、頭のすべての "0"を抜いて入力してください。

 市ホームページ「新型コロナウイルス感染症のワクチン接種について」のページから予約

高石市公式アカウントの「友だち追加」を行うと、予約をすることができます▶  

②Web予約

③電話予約

①LINE予約

（受付時間：平日９時～17時30分）予約専用ダイヤル☎（275）6394

接 種 会 場 接 種 日 予約開始日時

総合保健センター（羽衣４丁目４－２６）

カモンたかいし（西取石６丁目５－６）

5/12（木）・13日（金）
4/18（月）
午前9時から

5/14（土）・15日（日）

（福祉バス「らくらく号」はごろもルートのライフ    
  ケアセンター下車）

（市役所横、市立総合体育館）

　追加接種（3回目）の集団接種を実施します。接種券が届いた方は、接種券に同封
しているお知らせや市ホームページから詳細をご確認下さい。

（5/15（日）は福祉バス「らくらく号」が臨時運行します）

　市では、５歳～11歳の子どもを対象とした小児接種を実施
しています。ワクチン接種は強制ではなく、小児接種において
は、努力義務の適用はありません。ワクチン接種のメリット
（感染拡大予防など）とデメリット（副反応など）を本人と保護
者が十分理解し、接種を受けるか検討してください。

追加接種（３回目）の集団接種情報

小児（５歳～11歳）接種情報

最新情報は
ホームページを
ご確認ください！

高石市 検索

対象　①と②を満たす中小法人・個人事業者
①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
②2021 年 11 月～2022 年 3 月のいずれかの月（対象月）
の売上高が、2018 年 11 月～2021 年 3 月の間の任意の同
じ月（基準月）の売上高と比較して 50% 以上又は 30% 以上
50%未満減少した事業者
申請方法　登録確認機関による事前確認の後、申請用の
WEBページより
申請期間　5月 31日まで
問合先　事業復活支援金事務局 相談窓口☎0120(789)140
(受付時間： 全日 8:30~19:00)
※詳細はHPをご確認ください▶

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金事業復活支援金
中小法人・個人事業者の方へ

営業時間短縮等の要請にご協力いただいた飲食店等の事業者
に対し協力金を支給します。
要請期間　令和４年3月7日～21日までの全期間 （15日間)
申請期間　5月18日まで
問合先　　大阪府営業時間短縮協力金コールセンター☎06
（6615）8514(受付時間：9：00～18:00／土曜・日曜・祝日を除
く）
※詳細はHPをご確認ください▶

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金第11期飲食店等に対する営業時間短縮協力金
飲食店等の事業者の方へ

ワクチンの種類：小児用ファイザー製ワクチン
予約方法：予約専用ダイヤル☎（275）6394へ電話申込み
接種医療機関：ホームページをご確認ください

予約方法：次の①、②、③のいずれかの方法で予約してください。
ワクチンの種類：ファイザー製またはモデルナ製（予約時にご確認ください）

生活困窮者自立支援金と緊急小口資金等の特例貸付（初回）
の申請期間が延長されました。申請されていない方やコロ
ナ禍の影響で減収、失業した方はご確認ください。
申請延長期間　ともに 6月 30日まで
問合先　社会福祉協議会
緊急小口資金等の特例貸付　 ☎（261）3656
生活困窮者自立支援金　☎（248)2667

※必要書類など詳細は市HPをご確認ください▶

申請期間が延長されました
生活困窮者自立支援金・緊急小口資金等の特例貸付

対象　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和3年1
月以降の収入が減少し、世帯員全員それぞれが「住民税非課
税相当」の収入となった世帯
給付額　1世帯あたり 10万円
申請期限　9月 30日まで
問合先　高石市臨時特別給付金実施本部窓口・コールセン
ター　☎（275）6539（開設時間：平日 9：00～ 17：30）

家計急変世帯の方等へ
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

自宅療養者等へ
ネットスーパーで購入した食料品または日用品の配送費を補助します

申請書・レシート等
を提出③ 

④ 配送費用補助

食料品または日用
品を注文①

② 荷物をお届け

※12歳～17歳の方への追加接種については、早ければ4月から実施する方針が国から示
されました。なお、使用するワクチンはファイザー製となります。市では実施が決まり次
第、対象の方に接種券を送付します。詳しくは市ホームページをご確認ください。

配偶者等からの暴力（DV）等を理由に避難されている方へ

配偶者等からの暴力を理由に本市へ避難している方で、本
市に住民票を移すことができない方も対象となる場合があ
るため、ご相談ください。

※詳細は市ＨＰをご確認ください▶
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新型コロナウイルス感染症対策に関する支援等
※掲載情報は、3月 28日時点のものです。最新の情報は、お問い合わせください。

対象　新型コロナウイルス感染症の陽性者及び濃厚接触者で、保健所から自宅療養（待機）を要請された方のいる世帯
補助額　ネットスーパーで購入した食料品または日用品の配送費 1日１回 550円上限（最長 14日）
申請期限　待機期間の終了した日の属する月の翌々月の末日まで
問合先　申請書類などの詳細は地域包括ケア推進課☎（267）1160または市ホームページをご確認ください▶　
※なお、ネットスーパーを利用できない世帯を対象に買い物代行を実施しています。（購入代金は自己負担）
　詳しくは、社会福祉協議会☎（248）2667へお問い合わせください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報
問合先　高石市新型コロナワクチンコールセンター☎（275）5226または地域包括ケア推進課☎（267）1160

注！電話のかけ間違いが発生しています！再度確認を！

注！接種券番号を入力する際は、頭のすべての "0"を抜いて入力してください。

注！接種券番号を入力する際は、頭のすべての "0"を抜いて入力してください。

 市ホームページ「新型コロナウイルス感染症のワクチン接種について」のページから予約

高石市公式アカウントの「友だち追加」を行うと、予約をすることができます▶  

②Web予約

③電話予約

①LINE予約

（受付時間：平日９時～17時30分）予約専用ダイヤル☎（275）6394

接 種 会 場 接 種 日 予約開始日時

総合保健センター（羽衣４丁目４－２６）

カモンたかいし（西取石６丁目５－６）

5/12（木）・13日（金）
4/18（月）
午前9時から

5/14（土）・15日（日）

（福祉バス「らくらく号」はごろもルートのライフ    
  ケアセンター下車）

（市役所横、市立総合体育館）

　追加接種（3回目）の集団接種を実施します。接種券が届いた方は、接種券に同封
しているお知らせや市ホームページから詳細をご確認下さい。

（5/15（日）は福祉バス「らくらく号」が臨時運行します）

　市では、５歳～11歳の子どもを対象とした小児接種を実施
しています。ワクチン接種は強制ではなく、小児接種において
は、努力義務の適用はありません。ワクチン接種のメリット
（感染拡大予防など）とデメリット（副反応など）を本人と保護
者が十分理解し、接種を受けるか検討してください。

追加接種（３回目）の集団接種情報

小児（５歳～11歳）接種情報

最新情報は
ホームページを
ご確認ください！

高石市 検索

対象　①と②を満たす中小法人・個人事業者
①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
②2021 年 11 月～2022 年 3 月のいずれかの月（対象月）
の売上高が、2018 年 11 月～2021 年 3 月の間の任意の同
じ月（基準月）の売上高と比較して 50% 以上又は 30% 以上
50%未満減少した事業者
申請方法　登録確認機関による事前確認の後、申請用の
WEBページより
申請期間　5月 31日まで
問合先　事業復活支援金事務局 相談窓口☎0120(789)140
(受付時間： 全日 8:30~19:00)
※詳細はHPをご確認ください▶

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金事業復活支援金
中小法人・個人事業者の方へ

営業時間短縮等の要請にご協力いただいた飲食店等の事業者
に対し協力金を支給します。
要請期間　令和４年3月7日～21日までの全期間 （15日間)
申請期間　5月18日まで
問合先　　大阪府営業時間短縮協力金コールセンター☎06
（6615）8514(受付時間：9：00～18:00／土曜・日曜・祝日を除
く）
※詳細はHPをご確認ください▶

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金第11期飲食店等に対する営業時間短縮協力金
飲食店等の事業者の方へ

ワクチンの種類：小児用ファイザー製ワクチン
予約方法：予約専用ダイヤル☎（275）6394へ電話申込み
接種医療機関：ホームページをご確認ください

予約方法：次の①、②、③のいずれかの方法で予約してください。
ワクチンの種類：ファイザー製またはモデルナ製（予約時にご確認ください）

生活困窮者自立支援金と緊急小口資金等の特例貸付（初回）
の申請期間が延長されました。申請されていない方やコロ
ナ禍の影響で減収、失業した方はご確認ください。
申請延長期間　ともに 6月 30日まで
問合先　社会福祉協議会
緊急小口資金等の特例貸付　 ☎（261）3656
生活困窮者自立支援金　☎（248)2667

※必要書類など詳細は市HPをご確認ください▶

申請期間が延長されました
生活困窮者自立支援金・緊急小口資金等の特例貸付

対象　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和3年1
月以降の収入が減少し、世帯員全員それぞれが「住民税非課
税相当」の収入となった世帯
給付額　1世帯あたり 10万円
申請期限　9月 30日まで
問合先　高石市臨時特別給付金実施本部窓口・コールセン
ター　☎（275）6539（開設時間：平日 9：00～ 17：30）

家計急変世帯の方等へ
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

自宅療養者等へ
ネットスーパーで購入した食料品または日用品の配送費を補助します

申請書・レシート等
を提出③ 

④ 配送費用補助

食料品または日用
品を注文①

② 荷物をお届け

※12歳～17歳の方への追加接種については、早ければ4月から実施する方針が国から示
されました。なお、使用するワクチンはファイザー製となります。市では実施が決まり次
第、対象の方に接種券を送付します。詳しくは市ホームページをご確認ください。

配偶者等からの暴力（DV）等を理由に避難されている方へ

配偶者等からの暴力を理由に本市へ避難している方で、本
市に住民票を移すことができない方も対象となる場合があ
るため、ご相談ください。

※詳細は市ＨＰをご確認ください▶
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学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
成
果

を
上
げ
て
い
る「
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
」を
今
後
さ
ら
に
加
速
さ
せ

ま
す
。デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
に

つ
い
て
は
、令
和
3
年
度
は
実
証
事

業
と
し
て
5
校
で
1
教
科
ず
つ
で

あ
っ
た
も
の
を
、令
和
4
年
度
で
は

国
の
事
業
の
拡
張
と
市
独
自
の
支

援
に
よ
り
、
全
10
校
に
お
け
る
、

英
語
、算
数(

数
学
）、理
科
の
科
目

で
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。ま
た
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
会
話
や
AI
ド
リ

ル
を
使
っ
た
、よ
り
高
度
な
授
業
へ

の
改
善
と
個
別
最
適
化
の
学
習
な

ど
に
よ
り
、学
習
指
導
要
領
の
求
め

る「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
あ
る
授
業
を
構
築
し
て
、学
力
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
産
後
の
健
康
管
理
や
生
活
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
、「
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
・
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
」に
対
応
す

る
た
め
、産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て

宿
泊
型
及
び
通
所
型
に
加
え
て
、新

た
に
訪
問
型
を
開

始
し
、よ
り
一
層
、

産
後
の
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

施
政
方
針

生
き
る
力
と
夢
を
育
む
た
め
に

産
後
の
支
援
を
強
化

　
高
師
浜
総
合
運
動
施
設
に
、新
た

に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整

備
を
行
い
、指
定
管
理
者
が
実
施
す

る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
等
で
技

術
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、市
内
外
を
問
わ
ず
多
世
代
の

方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し

て
、利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

　
ふ
れ
あ
い
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
休
業
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
利
用
者
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
再

開
後
は
利
用
者
が
回
復
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
温
水
プ
ー
ル

や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
利
用
を

通
じ
て
、
心
身
と
も
に
健
康
を
め

ざ
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供

し
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
温
水

プ
ー
ル
の
ボ
イ
ラ
ー
交
換
な
ど
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
よ
り
快
適

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

健
幸
で
充
実
し
た
毎
日
を

愛
す
べ
き
郷
土 (

ふ
る
さ
と)

高
石
市
の
さ
ら
な
る

飛
躍
・
発
展
を
め
ざ
し
て

　
令
和
4
年
度
の
財
政
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
し
て

い
る
た
め
、
市
税
収
入
が
伸
び
悩

み
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

の
中
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動

と
の
両
立
等
、
喫
緊
の
課
題
を
解

決
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭

素
社
会
の
実
現
な
ど
、
新
た
な
行

政
課
題
へ
の
政
策
推
進
に
向
け
て
、

よ
り
効
率
的
か
つ
健
全
で
安
定
し 

た
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
国
や
大
阪
府
の
動

き
に
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
社
会

経
済
活
動
の
維
持
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「 

明
日
の
担
い
手
を
育
む 

」

「 

み
ん
な
で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
過
ご
せ
る 

」

施政方針を発表する阪口市長施政方針を発表する阪口市長

多
世
代
が
集
う
場
の
創
出

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
瑞
松
苑
が
移
転

し
、4
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
災
害
に

も
強
い
公
共
施
設
と
し
て
、 

そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
活
か
し
つ
つ
、あ
わ

せ
て
維
持
管
理
経
費
の
縮
減
と
と

も
に
、今
後
、よ
り
一
層
の
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

　
高
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
旧
高
陽
幼
稚
園
に
移
転
し
、

併
設
さ
れ
る
南
海
愛
児
園
の
地
域 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、施

設
の
有
効
活
用
が
進
み
、利
用
者
も

増
え
活
発
な
活
動
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。今
後
と
も
、高
石
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
拡
充

に
向
け
た
様
々
な
研
修
や
講
座
等

を
実
施
し
、就
労
機
会
の
創
出
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、高
石
市

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、関
係
機
関
と
の
連

携
を
進
め
、障
が
い
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
や
す
い
相
談
支
援
体
制
や
、い

つ
で
も
気
軽
に
情
報
提
供
で
き
る

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。

 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し

　「
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心

に
校
区
福
祉
委
員
や
民
生
委
員
、自

治
会
な
ど
地
域
住
民
の
お
力
も
頂

戴
し
な
が
ら
、進
め
て
き
ま
し
た
。

行
政
や
介
護
事
業
所
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
い
っ
た
地
域
の
社
会
資

源
と
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
世
帯

に
つ
い
て
、約
1
万
2
千
軒
を
訪
問

し
、生
活
課
題
の
有
無
、支
援
の
要

否
な
ど
を
可
能
な
限
り
把
握
し
、内

1
2
4
件
に
つ
い
て
は
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
う
い
っ
た
方
々
に
対
し

て
伴
走
的
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
訪
問
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

 

孤
立 
を
防
ぐ
た
め
に

”

”

　
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
高

石
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
阪

口
市
長
は
「
第
５
次
高
石
市
総
合

計
画
基
本
構
想
」
を
軸
に
令
和
４

年
度
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

計
画
の
５
つ
の
目
標
で
あ
る
「
明

日
の
担
い
手
を
育
む
」、「
み
ん
な

で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
過
ご
せ

る
」、「
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
」、「
人
を
惹
き
つ
け
る
魅

力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
」、「
持
続

可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

に
沿
っ
て
、
施
政
方
針
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先
　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
☎（
275
）６
０
３
４
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で
も
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を
上
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る「
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構
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」を
今
後
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に
加
速
さ
せ

ま
す
。デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
に

つ
い
て
は
、令
和
3
年
度
は
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し
て
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で
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で
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で
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独
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の
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に
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、
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に
お
け
る
、

英
語
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、よ
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な
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に
よ
り
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習
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る「
主
体
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で
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い
学
び
」

の
あ
る
授
業
を
構
築
し
て
、学
力
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
産
後
の
健
康
管
理
や
生
活
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
、「
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
・
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
」に
対
応
す

る
た
め
、産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て

宿
泊
型
及
び
通
所
型
に
加
え
て
、新

た
に
訪
問
型
を
開

始
し
、よ
り
一
層
、

産
後
の
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

施
政
方
針

生
き
る
力
と
夢
を
育
む
た
め
に

産
後
の
支
援
を
強
化

　
高
師
浜
総
合
運
動
施
設
に
、新
た

に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整

備
を
行
い
、指
定
管
理
者
が
実
施
す

る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
等
で
技

術
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、市
内
外
を
問
わ
ず
多
世
代
の

方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し

て
、利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

　
ふ
れ
あ
い
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
休
業
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
利
用
者
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
再

開
後
は
利
用
者
が
回
復
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
温
水
プ
ー
ル

や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
利
用
を

通
じ
て
、
心
身
と
も
に
健
康
を
め

ざ
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供

し
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
温
水

プ
ー
ル
の
ボ
イ
ラ
ー
交
換
な
ど
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
よ
り
快
適

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

健
幸
で
充
実
し
た
毎
日
を

愛
す
べ
き
郷
土 (

ふ
る
さ
と)

高
石
市
の
さ
ら
な
る

飛
躍
・
発
展
を
め
ざ
し
て

　
令
和
4
年
度
の
財
政
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
し
て

い
る
た
め
、
市
税
収
入
が
伸
び
悩

み
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

の
中
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動

と
の
両
立
等
、
喫
緊
の
課
題
を
解

決
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭

素
社
会
の
実
現
な
ど
、
新
た
な
行

政
課
題
へ
の
政
策
推
進
に
向
け
て
、

よ
り
効
率
的
か
つ
健
全
で
安
定
し 

た
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
国
や
大
阪
府
の
動

き
に
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
社
会

経
済
活
動
の
維
持
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「 

明
日
の
担
い
手
を
育
む 

」

「 

み
ん
な
で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
過
ご
せ
る 

」

施政方針を発表する阪口市長施政方針を発表する阪口市長

多
世
代
が
集
う
場
の
創
出

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
瑞
松
苑
が
移
転

し
、4
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
災
害
に

も
強
い
公
共
施
設
と
し
て
、 

そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
活
か
し
つ
つ
、あ
わ

せ
て
維
持
管
理
経
費
の
縮
減
と
と

も
に
、今
後
、よ
り
一
層
の
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

　
高
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
旧
高
陽
幼
稚
園
に
移
転
し
、

併
設
さ
れ
る
南
海
愛
児
園
の
地
域 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、施

設
の
有
効
活
用
が
進
み
、利
用
者
も

増
え
活
発
な
活
動
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。今
後
と
も
、高
石
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
拡
充

に
向
け
た
様
々
な
研
修
や
講
座
等

を
実
施
し
、就
労
機
会
の
創
出
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、高
石
市

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、関
係
機
関
と
の
連

携
を
進
め
、障
が
い
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
や
す
い
相
談
支
援
体
制
や
、い

つ
で
も
気
軽
に
情
報
提
供
で
き
る

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。

 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し

　「
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心

に
校
区
福
祉
委
員
や
民
生
委
員
、自

治
会
な
ど
地
域
住
民
の
お
力
も
頂

戴
し
な
が
ら
、進
め
て
き
ま
し
た
。

行
政
や
介
護
事
業
所
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
い
っ
た
地
域
の
社
会
資

源
と
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
世
帯

に
つ
い
て
、約
1
万
2
千
軒
を
訪
問

し
、生
活
課
題
の
有
無
、支
援
の
要

否
な
ど
を
可
能
な
限
り
把
握
し
、内

1
2
4
件
に
つ
い
て
は
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
う
い
っ
た
方
々
に
対
し

て
伴
走
的
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
訪
問
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

 

孤
立 

を
防
ぐ
た
め
に

”

”

　
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
高

石
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
阪

口
市
長
は
「
第
５
次
高
石
市
総
合

計
画
基
本
構
想
」
を
軸
に
令
和
４

年
度
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

計
画
の
５
つ
の
目
標
で
あ
る
「
明

日
の
担
い
手
を
育
む
」、「
み
ん
な

で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
過
ご
せ

る
」、「
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
」、「
人
を
惹
き
つ
け
る
魅

力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
」、「
持
続

可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

に
沿
っ
て
、
施
政
方
針
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先
　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
☎（
275
）６
０
３
４
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内
陸
部
面
積
約
６
㎢
の
な
か
に
６
つ

の
駅
が
あ
る
本
市
の
特
徴
を
大
切
に
し

な
が
ら
、長
年
、高
石
市
に
お
住
ま
い
い

た
だ
い
た
高
齢
者
の
皆
様
、新
た
に
高

石
市
に
来
ら
れ
た
子
育
て
世
代
等
の
若

年
層
の
皆
様
、そ
し
て
元
気
な
子
ど
も

た
ち
に
向
け
、高
石
市
は「
み
ん
な
が
輝

く
育
み
と
健
幸
の
住
み
よ
い
ま
ち
」を

め
ざ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
し
、市
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、夢
と
希

望
あ
ふ
れ
る
こ
の
愛
す
べ
き
郷
土 (

ふ

る
さ
と)

高
石
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発

展
を
め
ざ
し
、今
後
と
も
、 

職
員
一
丸

と
な
り
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。 市

長
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
化
・
4
R「
リ
フ
ュ
ー
ズ

(

発
生
回
避)

・
リ
デ
ュ
ー
ス(

発
生

抑
制)

・
リ
ユ
ー
ス(

繰
り
返
し
使

う)

・
リ
サ
イ
ク
ル(

再
資
源
化)

」の

推
進
に
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、緑
化
の
推
進
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
即
し
た
生
活
へ
の
転

換
の
普
及・促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、環
境
・
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
や
市
広
報
等
を
通

じ
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　「
高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」は
令
和
3
年
度
も
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、地
域
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
高
師
浜

R
E
B
O
O
T
2
0
2
1
」を
実
施

し
ま
し
た
。令
和
4
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、イ
ベ
ン
ト
開
催
を
取
り
巻

く
情
勢
を
実
行
委
員
会
と
見
極
め

な
が
ら
、実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
現
在
、策
定
中
で
あ
る「
高
石
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、産
業
、家

庭
等
、各
部
門
に
お
い
て
、温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。特
に
、 

臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
含
め
た
産

業
部
門
に
対
し
て
は
、カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
産
業
構

造
の
転
換
を
促
し
て
い
き
ま
す
。本

市
と
し
て
は
、本
年
４
月
か
ら
企
業

立
地
等
促
進
条
例
に
基
づ
き
、省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
関
連
事
業
な
ど
、新
た
な
産
業
へ

の
設
備
投
資
に
対
し
、固
定
資
産
税

等
を
5
年
間
課
税
を
免
除
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

４
R
推
進
の
継
続

　
市
民・事
業
者・行
政
が
協
働
し
、

2
0
5
0
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実

現
に
向
け
、地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
地
域
脱
炭
素
計
画
」を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、環
境
省
の「
つ
な
げ
よ

う
、支
え
よ
う
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
賛
同
し
、広
域
的
に
も
持

続
可
能
な
循
環
共
生
型
の
社
会
を

実
現
さ
せ
、S
D
G
s
を
地
域
で
実

践
す
る
い
わ
ゆ
る
地
域
循
環
共
生

圏
を
本
格
的
に
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現

海
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、地
区
防
災
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
啓
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
5
団
体
で
作
成
さ
れ
、

独
自
の
防
災
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、作
成
を
加
速
さ
せ
る
た
め

に
、各
中
学
校
区
単
位
で
、そ
の
5

団
体
か
ら
先
行
事
例
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
、あ
わ
せ
て
発
災
時
に
は

行
政
と
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

る
高
石
市
消
防
団
に
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
な
が

ら
、自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
と

連
携
し
て
支
援
を
進
め
、全
て
の
自

主
防
災
組
織
に
お
い
て
、地
区
防
災

計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、毎
年
多
く
の
市
民
の
参
加

を
得
て
実
施
し
て
い
る
地
震
津
波

総
合
避
難
訓
練
を
引
き
続
き
実
施

し
、あ
わ
せ
て
地
区
防
災
計
画
に
基

づ
く
避
難
訓
練
も
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

　
主
要
駅
の
周
辺
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市

と
し
て 

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
な
か
」の
実
現
に
向

け
、駅
前
広
場
の
芝
生
化
等
の
整
備

を
す
る
と
と
も
に
高
架
下
や
東
西

の
駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
た
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
創
生
第
2
期
の
取
り

組
み
と
し
て
、子
育
て
世
代
を
は
じ 

め
多
世
代
の
市
民
や
民
間
事
業
者

に
選
ば
れ
る
ま
ち
、ま
た
交
流
人
口

な
ど
も
含
め
た
人
口
増
と
雇
用
の

創
出
な
ど
、み
ん
な
が
集
い
、住
み

続
け
、生
涯
活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る

ま
ち「
た
か
い
し
」を
実
現
す
る
た

め
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
高

石
市
公
民
連
携
推
進
協
議
会
の
拠

点
と
し
、多
世
代
が
交
流
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
等
に
整
備

す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
駅
周
辺
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
の
実
現
へ

　
災
害
時
の
備
蓄
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、分
散
備
蓄
の
観
点
か
ら
、令

和
元
年
度
か
ら
計
画
的
に
小・中
学

校
に
備
蓄
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
順
次
、計

画
的
に
主
要
品
目
の
備
蓄
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
避
難
所
の
Q
O
L
向
上
の
た
め

の
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
な
ど
を
含
め
、民
間
企
業

等
と
の
災
害
時
応
援
協
定
な
ど
に

よ
る
流
通
備
蓄
の
確
保
も
あ
わ
せ

て
進
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営

「 

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る 

」

「 

持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
ぐ 

」

「 

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る 

」
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内
陸
部
面
積
約
６
㎢
の
な
か
に
６
つ

の
駅
が
あ
る
本
市
の
特
徴
を
大
切
に
し

な
が
ら
、長
年
、高
石
市
に
お
住
ま
い
い

た
だ
い
た
高
齢
者
の
皆
様
、新
た
に
高

石
市
に
来
ら
れ
た
子
育
て
世
代
等
の
若

年
層
の
皆
様
、そ
し
て
元
気
な
子
ど
も

た
ち
に
向
け
、高
石
市
は「
み
ん
な
が
輝

く
育
み
と
健
幸
の
住
み
よ
い
ま
ち
」を

め
ざ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
し
、市
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、夢
と
希

望
あ
ふ
れ
る
こ
の
愛
す
べ
き
郷
土 (

ふ

る
さ
と)

高
石
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発

展
を
め
ざ
し
、今
後
と
も
、 

職
員
一
丸

と
な
り
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。 市

長
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
化
・
4
R「
リ
フ
ュ
ー
ズ

(

発
生
回
避)

・
リ
デ
ュ
ー
ス(
発
生

抑
制)

・
リ
ユ
ー
ス(

繰
り
返
し
使

う)

・
リ
サ
イ
ク
ル(

再
資
源
化)

」の

推
進
に
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、緑
化
の
推
進
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
即
し
た
生
活
へ
の
転

換
の
普
及・促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、環
境
・
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
や
市
広
報
等
を
通

じ
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　「
高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」は
令
和
3
年
度
も
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、地
域
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
高
師
浜

R
E
B
O
O
T
2
0
2
1
」を
実
施

し
ま
し
た
。令
和
4
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、イ
ベ
ン
ト
開
催
を
取
り
巻

く
情
勢
を
実
行
委
員
会
と
見
極
め

な
が
ら
、実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
現
在
、策
定
中
で
あ
る「
高
石
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、産
業
、家

庭
等
、各
部
門
に
お
い
て
、温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。特
に
、 

臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
含
め
た
産

業
部
門
に
対
し
て
は
、カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
産
業
構

造
の
転
換
を
促
し
て
い
き
ま
す
。本

市
と
し
て
は
、本
年
４
月
か
ら
企
業

立
地
等
促
進
条
例
に
基
づ
き
、省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
関
連
事
業
な
ど
、新
た
な
産
業
へ

の
設
備
投
資
に
対
し
、固
定
資
産
税

等
を
5
年
間
課
税
を
免
除
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

４
R
推
進
の
継
続

　
市
民・事
業
者・行
政
が
協
働
し
、

2
0
5
0
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実

現
に
向
け
、地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
地
域
脱
炭
素
計
画
」を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、環
境
省
の「
つ
な
げ
よ

う
、支
え
よ
う
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
賛
同
し
、広
域
的
に
も
持

続
可
能
な
循
環
共
生
型
の
社
会
を

実
現
さ
せ
、S
D
G
s
を
地
域
で
実

践
す
る
い
わ
ゆ
る
地
域
循
環
共
生

圏
を
本
格
的
に
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現

海
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、地
区
防
災
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
啓
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
5
団
体
で
作
成
さ
れ
、

独
自
の
防
災
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、作
成
を
加
速
さ
せ
る
た
め

に
、各
中
学
校
区
単
位
で
、そ
の
5

団
体
か
ら
先
行
事
例
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
、あ
わ
せ
て
発
災
時
に
は

行
政
と
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

る
高
石
市
消
防
団
に
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
な
が

ら
、自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
と

連
携
し
て
支
援
を
進
め
、全
て
の
自

主
防
災
組
織
に
お
い
て
、地
区
防
災

計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、毎
年
多
く
の
市
民
の
参
加

を
得
て
実
施
し
て
い
る
地
震
津
波

総
合
避
難
訓
練
を
引
き
続
き
実
施

し
、あ
わ
せ
て
地
区
防
災
計
画
に
基

づ
く
避
難
訓
練
も
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

　
主
要
駅
の
周
辺
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市

と
し
て 

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
な
か
」の
実
現
に
向

け
、駅
前
広
場
の
芝
生
化
等
の
整
備

を
す
る
と
と
も
に
高
架
下
や
東
西

の
駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
た
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
創
生
第
2
期
の
取
り

組
み
と
し
て
、子
育
て
世
代
を
は
じ 

め
多
世
代
の
市
民
や
民
間
事
業
者

に
選
ば
れ
る
ま
ち
、ま
た
交
流
人
口

な
ど
も
含
め
た
人
口
増
と
雇
用
の

創
出
な
ど
、み
ん
な
が
集
い
、住
み

続
け
、生
涯
活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る

ま
ち「
た
か
い
し
」を
実
現
す
る
た

め
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
高

石
市
公
民
連
携
推
進
協
議
会
の
拠

点
と
し
、多
世
代
が
交
流
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
等
に
整
備

す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
駅
周
辺
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
の
実
現
へ

　
災
害
時
の
備
蓄
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、分
散
備
蓄
の
観
点
か
ら
、令

和
元
年
度
か
ら
計
画
的
に
小・中
学

校
に
備
蓄
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
順
次
、計

画
的
に
主
要
品
目
の
備
蓄
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
避
難
所
の
Q
O
L
向
上
の
た
め

の
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
な
ど
を
含
め
、民
間
企
業

等
と
の
災
害
時
応
援
協
定
な
ど
に

よ
る
流
通
備
蓄
の
確
保
も
あ
わ
せ

て
進
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営

「 

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る 

」

「 

持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
ぐ 

」

「 

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る 

」
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一般会計 264億5,342万4千円 (0.6％)
前年度比

問合先　財政課 ☎（275）6084

　令和4年度は、長期化している新型コロナウイルス感染症の影響
の中、感染症対策と社会経済活動を維持するため、地元商業の活性
化を促す市内消費活性化事業を引き続き実施します。また、多世代
交流の拠点として高石駅前の芝生化や高師浜総合運動施設にオリン
ピック競技として昨今盛んに行われているスケートボードパークの
整備、「ゼロカーボンシティ」への取り組みとして地域の脱炭素化
に向けた計画の策定等、新たな高石市のまちづくりに取り組んでま
いります。

　継続事業については、南海本線・高師浜線連続立体交差事業の
本線の高架化工事が昨年5月に完了し、今後は支線である高師浜
線の高架化工事や駅のバリアフリー化を推進します。また、津波
浸水想定区域内にある児童発達支援センター松の実園の移設事業
や安全・安心のまちづくりとして、南海中央線整備事業や蓮池公
園整備事業等の主要な都市基盤整備事業においても着実に実施す
るとともに、今後も経費削減に努め、健全な財政運営を維持して
まいります。

水道事業会計 19億8,353万円 (3.4％)特別会計128億1,379万1千円(△0.7％)前年度比 前年度比

下水道事業会計43億8,371万1千円 (13.1％)
前年度比

衛
生
費

衛
生
費

旅券発給 2,657万２千円
保育所 24億2,602万5千円
障害者福祉 17億7,244万5千円
生活保護 17億4,293万4千円
児童福祉 12億1,788万円

介護保険 8億3,377万2千円
国民健康保険 6億2,749万6千円
ごみ・し尿処理、資源化促進等
各種予防接種

6億7,742万3千円
6億1,758万円

保健事業
ふれあい健康増進センター

1億8,451万6千円

街路整備
3億6,600万円連続立体交差
6億9,218万円消防
5億121万3千円学校環境の整備

学童保育
市民文化会館

教育指導の充実 2億3,580万1千円
2億2,104万円
2億129万1千円

6億750万円
下水道

3億9,862万3千円
地域整備

3億6,900万9千円
公園整備

商工業振興
9億円

8,300万円
3億9,275万5千円

後期高齢者医療 9億2,002万4千円

情報化の推進
財産管理

1億405万9千円

4,413万8千円庁舎管理
6,430万円 主

な
事
業
の
予
算
額

令 和 4  年 度 456 億円総額の当 初 予 算 概 約要

47 億 9,456 万円
（19.6％）

歳 出 113 億 1,521 万 5千円
（42.8％）

民生費 

36 億 4,862 万 4千円
（13.8％）

土木費

24 億 7,763 万 3千円
（9,4％）

113億 1,521 万 5千円
（42.8％）

民生費 

公債費

36 億 4,862 万 4千円
（13.8％）

土木費

24 億 524万円
（9.1%）

衛生費
24億 524万円
（9.1％）

衛生費

3 億 8,121 万 5千円
（1.4％）

その他
2 億 7,177 万 3千円
（1.0％）

商工費

18 億 9,542 万 3千円
（7.2％）

総務費

24 億 2,763 万 3千円
（9.2％）

教育費教育費

8 億 6,589 万 2千円
（3.3％）

消防費

32 億 4,240 万 9千円
（12.2％）
32億 4,240 万 9千円
（12.2％）

国民健康保険 … 64 億 6,717 万 9千円
介 護 保 険 … 53 億 8,649 万 7千円

後期高齢者医療保険 … 9 億 5,224 万 1千円
墓　地　事　業 … 787 万 4千円

内訳

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

衛 生 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公債費

歳 入
100 億 5.268 万 9千円
（37.4％）

市　税 

26 億 6,929 万 8千円
（14.1％）

市　債

11 億 1,000 万円
（4.2％）

その他

100 億 5,268 万 9千円
（38.0％）

市　税 

26 億 6,929 万 8千円
（10.1％）

市　債

22 億 7,900 万円
（8.6％）

地方交付税

7 億 7,943 万 7千円
（2.9％）

その他

5 億 8,164 万 9千円
（2.2％）

諸収入

10 億 3,437 万 9千円
（3.9％）

繰入金

21 億 4,224 万 9千円
（8.1％）
21億 4,224 万 9千円
（8.1％）

府支出金府支出金

57 億 6,072 万 3千円
（21.8％）

国庫支出金

11 億 5,400 万円
（4.4％）

地方消費税交付金

地方交付税
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▔国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
が
会
社
を
退
職（
失
業
）さ
れ
た
と
き

は
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
へ
変

更
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
退
職（
失
業
）に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
さ
れ

る
特
例
免
除
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
退
職（
失
業
）さ
れ
た
方
で
、
審

査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て

審
査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
配
偶
者
・
世
帯
主

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
免

除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

必
要
書
類
等

①�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の（
通
知
書
等
）

②�

失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

等
）

申
請
・
問
合
先　
「
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請
書
」
を
市
民
課
☎

（
275
）６
２
４
１
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所

☎（
243
）７
９
０
０
へ
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の
改
正

　
令
和
4
年
４
月
分
〜
令
和
5
年
３
月
分

の
国
民
年
金
保
険
料
が
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
し
い
保
険
料
（
月
額
）

・
保
険
料
：
１
万
６
５
９
０
円

・
4
分
の
１
免
除
：（
１
万
２
４
４
０
円

　
納
付
）

・
半
額
免
除
：（
８
３
０
０
円
納
付
）

・
4
分
の
３
免
除
：（
４
１
５
０
円
納
付
）

問
合
先　
市
民
課
☎（
275
）６
２
４
１
ま
た

は
堺
西
年
金
事
務
所
☎（
243
）７
９
０
０

▔税
路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す

　
税
務
課
で
は
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定

資
産
税
の
評
価
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
評
価
の
基
礎
に
な
る

路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
路
線
価
…
街
路
に
沿
接
す
る
標
準
的
な

　
画
地
の
１
㎡
あ
た
り
の
価
格

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　
令
和
４
年
の
地
価
公
示
価
格
が
国
土
交

通
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
と
は
、
国
土
交
通
省
が

全
国
の
標
準
的
な
土
地
を
選
ん
で
、
そ
の

適
正
な
価
格
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
、
税
務
課
・
市
役
所
２
階
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
・
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
令
和
４
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
が
閲

覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
す
る
場
合
に
は
、
納

税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。
な
お
、

代
理
人
等
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
委
任
状
等

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
、
納
税
義
務
者
及
び
こ

れ
ら
の
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
に
加
え

て
、
借
地
借
家
人
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の

使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に

限
り
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
借
地
借
家
人

等
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
証
す
る
書

類
（
賃
貸
借
契
約
書
等
）
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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市
税
の
納
付
は
必
ず
納
期
内
に

　
市
税
は
市
の
財
政
運
営
に
お
い
て
大
切

な
財
源
で
す
。
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金

等
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
令
和
4
年
度
の
市
税
の
納
期
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
並

び
に
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
5
月

上
旬
、
市
・
府
民
税
の
納
税
通
知
書
は
６

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
０
９
４

市
・
府
民
税
の
申
告
期
限
を
4
月
15

日
ま
で
延
長
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
申
告
が
困
難
な
方
は
、
期
限
を
4

月
15
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
申
告
場
所
は

市
役
所
（
本
館
1
階
）
税
務
課
市
民
税
係

に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
０
９
７

▔国
民
健
康
保
険

新
し
く
国
保
に
加
入
す
る
方
へ

　

新
し
く
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
の
保
険
料
の
計
算
は
、
資
格
取
得
日

（
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
、
健

康
保
険
の
扶
養
家
族
か
ら
外
れ
た
日
、
転

入
日
な
ど
）
か
ら
で
す
。
こ
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
資
格
喪
失
証
明
書
・
離
職
票
等

を
持
参
の
う
え
、
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
遅
れ
る
と
資
格
取
得
日
ま
で
最

高
２
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
理
由

無
く
遅
れ
た
場
合
、
そ
の
間
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
判
定
に
つ

い
て

　
軽
減
判
定
所
得
が
基
準
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
均
等
割
と
平
等
割
が
次
の
と
お

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
１
：
給
与
所
得
者
等
は
次
の
い
ず
れ
か

　
の
条
件
を
満
た
す
方
①
給
与
等
の
収
入

　
が
55
万
円
を
超
え
る
、
②
65
歳
未
満
か

　
つ
公
的
年
金
等
収
入
が
60
万
円
を
超
え

令和 4年度　市税の納期限
対象税目 期 別 納期限

令和４年 5 月31日
令和４年 5 月31日

全期前納
第１期分
第２期分

固定資産税
都市計画税

市・府民税

軽自動車税

（普通徴収）

第３期分
第４期分

第１期分
第２期分
第３期分
第４期分

全期前納

全　　期

令和４年 8 月 1 日
令和４年12月20日
令和５年 2 月28日
令和４年 6 月30日
令和４年 6 月30日
令和４年 8 月31日
令和４年10月31日
令和５年 1 月31日
令和４年 5 月31日

　保険料は、所得に応じてかかる所得割、世帯員
数に応じてかかる均等割、加入者の世帯に平等に
かかる平等割の３つを医療保険分、後期高齢者支
援金分、介護納付金分のそれぞれで計算し、さら
にそれらを総合計して各世帯ごとに決められます。
　令和４年度の保険料が決定したので、お知らせ
します。　  問合先　健幸づくり課☎（275）6374

令和４年度　改定後の国民健康保険料

所得割
均等割
平等割
最高限度額

8.71％
31,854 円
32,105 円
630,000 円 190,000 円 170,000 円

18,306 円9,426 円
9,500 円 ー

2.66％ 2.48％

令和４年度　国民健康保険料の改定

医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護納付
金分

所得の判定区分
軽減割合

7 割

5割

2割

同一世帯内の被保険者と世帯主（被保険者でない
方も含む）の総所得等の合計額

【基礎控除額（43万円）+10万円×（給与所得者等
（※1）の数－１）】を超えないとき

【基礎控除額（43万円）+28万5千円×（被保険者
数）+10万円×（給与所得者等（※1）の数－１）】を
超えないとき

【基礎控除額（43万円）+52万円×（被保険者数）
+10万円×（給与所得者等（※1）の数－１）】を超
えないとき
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る
、
③
65
歳
以
上
か
つ
公
的
年
金
等
収

　
入
が
１
２
５
万
円
を
超
え
る

※
２
：
基
礎
控
除
額
等
は
、
税
法
改
正
等

　
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
３
：
軽
減
判
定
す
る
と
き
の
総
所
得
金

　
額
等
に
は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所
得

　
の
特
別
控
除
に
係
る
部
分
の
税
法
上
の

　
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
４
：
年
金
収
入
に
つ
き
公
的
年
金
等
控

　
除
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

　
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
金
額
か

　
ら
15
万
円
を
控
除
し
て
軽
減
判
定
を
行

　
い
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

▔後
期
高
齢
者
医
療

令
和
４
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
大
阪
府
令
和
４
年
度
の
保
険
料
率

　
年
間
保
険
料
（
限
度
額
66
万
円
）=

被

保
険
者
均
等
割
額
（
被
保
険
者
1
人
あ
た

り
５
万
４
４
６
１
円
）
＋
所
得
割
額
（
被

保
険
者
の
所
得
×
所
得
割
率
11
・
12
％
）

▼
保
険
料
の
軽
減

�　
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の

被
保
険
者
均
等
割
額
（
年
額

５
万
４
４
６
１
円
）
が
表
の
と
お
り
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
１
：
給
与
所
得
者
等
は
次
の
い
ず
れ
か

　
の
条
件
を
満
た
す
方
①
給
与
等
の
収
入

　
が
55
万
円
を
超
え
る
、
②
65
歳
未
満
か

　
つ
公
的
年
金
等
収
入
が
60
万
円
を
超
え

　
る
、
③
65
歳
以
上
か
つ
公
的
年
金
等
収

　
入
が
１
２
５
万
円
を
超
え
る

※
２
：
基
礎
控
除
額
等
は
、
税
法
改
正
等

　
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
３
：
軽
減
判
定
す
る
と
き
の
総
所
得
金

　
額
等
に
は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所
得

　
の
特
別
控
除
に
係
る
部
分
の
税
法
上
の

　
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
４
：
年
金
収
入
に
つ
き
公
的
年
金
等
控

　
除
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

　
は
、
当
面
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
金

　
額
か
ら
15
万
円
を
控
除
し
て
軽
減
判
定

　
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
軽
減
対
象
と
な
る
方
の
判
定
は
、

所
得
情
報
に
基
づ
い
て
行
う
の
で
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得

情
報
が
な
い
場
合
は
後
期
高
齢
者
医
療
担

当
窓
口
へ
の
簡
易
申
告
等
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保
険

や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
当
面
の
間
、
所
得
割
額
は

課
さ
れ
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
間
は
均
等

割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の
軽
減

割
合
が
上
表
の
7
割
に
該
当
す
る
方
は
そ

の
軽
減
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合

　
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎(

275)

６
３
９
２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
資
格
管
理
課
☎
０
６(

４
７
９
０)

２
０
２
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
皆
保
険
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く

た
め
法
律
が
改
正
さ
れ
、
医
療
費
の
負
担

割
合
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
1
日
か

ら
住
民
税
課
税
標
準
額
が
28
万
円
以
上
の

方
で
一
定
以
上
の
所
得
の
被
保
険
者
の
方

は
現
役
並
み
所
得
者
を
除
き
2
割
負
担
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
2
割
負
担
に
な
る
方

に
は
、
施
行
後
3
年
間
は
外
来
の
月
々
の

負
担
増
加
額
が
３
０
０
０
円
ま
で
と
な
る

配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）

６
３
９
２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
給
付
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）

２
０
３
１

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

16,338円

43,568円

27,230円

所得の判定区分 軽減
割合

7 割

5割

2割

同一世帯内の被保険者と世帯主（被保険者でない
方も含む）の総所得等の合計額

【基礎控除額（43万円）+10万円×（給与所得者
等の数（※1）－１）】を超えないとき

【基礎控除額（43万円）+28万5千円×（被保険
者数）+10万円×（給与所得者等（※1）の数－
１）】を超えないとき

【基礎控除額（43万円）+52万円×（被保険者数）
+10万円×（給与所得者等（※1）の数－１）】を
超えないとき

令和 4年度の
軽減後

均等割額（年額）



健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助

成
・
歯
科
健
診

▼
健
康
診
査

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
に
対
し
て
、
４
月
下
旬
〜
5
月
上
旬

に
か
け
て
健
康
診
査
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。
（
令
和
４
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
方

に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。）

　
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
に
指
定
医
療
機
関
等
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。（
年
度
中
に
１
回
）

　
受
診
の
際
は
、
事
前
に
医
療
機
関
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
受
診
券
と
被
保

険
者
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
中
や
施
設
入
所
中

の
方
は
、
病
院
・
施
設
に
お
い
て
健
康
管

理
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
診
査
の

対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。
な
お
、退
院・

退
所
等
で
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、

健
幸
づ
く
り
課
へ
必
要
書
類
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
助
成
を
受

け
ら
れ
る
回
数
は
年
度
中
１
回
、
２
万
６

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
、
検

査
結
果
通
知
書
等
の
写
し
、
被
保
険
者
証
、

口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

▼
歯
科
健
診

　
広
域
連
合
が
指
定
す
る
歯
科
医
院
等
で

無
料
で
受
診
で
き
る
の
で
、
積
極
的
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。（
年
度
中
に
１
回
）

　
対
象
者
に
は
４
月
下
旬
頃
に
歯
科
医
院

リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
。
健
診
を
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
リ
ス
ト
記
載
の
医
院
に
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
被
保
険
者
証

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

歯
科
健
診
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
6
ヶ
月
以
上
継

　
続
し
て
入
院
中
の
方

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

　
健
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
が
い

　
者
支
援
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
ま
た

　
は
入
居
し
て
い
る
方

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
９

２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
１

▔介
護
保
険

介
護
保
険
料�

�

仮
徴
収
額
通
知
書
を
送
付

　
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
金
額
を

も
と
に
決
定
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
年

間
保
険
料
は
、
令
和
３
年
中
の
所
得
確
定

後
の
７
月
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
は
令
和
２
年
中
の
所
得
を
も
と
に
算
出

し
た
仮
徴
収（
暫
定
賦
課
）の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
を
月

額
１
万
５
千
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
方
は
、

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
仮
徴
収
期
間
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
の
月
割
保
険
料
は
、
本
年

２
月
に
引
き
落
と
さ
れ
た
保
険
料
と
同
額

を
徴
収
し
ま
す
。
10
月
以
降
の
保
険
料
は
、

７
月
に
決
定
さ
れ
る
年
間
保
険
料
額
か
ら

仮
徴
収
期
間
に
徴
収
す
る
保
険
料
を
差
し

引
い
た
額
と
な
り
、
10
月
〜
翌
年
２
月
の

期
間
で
徴
収
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
方
の
仮
徴
収
額
通
知
書
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
納
付
書
や
口

座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
仮
徴
収
期
間
の
月
額
保
険
料
は
、
前
年

度
の
保
険
料
を
も
と
に
暫
定
賦
課
し
て
お

り
、
７
月
に
年
間
保
険
料
を
決
定
し
、
仮

徴
収
期
間
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
を

７
月
〜
翌
年
３
月
の
本
徴
収
期
間
で
徴
収

し
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

▔各
種

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
に

　
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
す

る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご

み
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

対
策　
生
ご
み
を
減
ら
す
・
生
ご
み
が
外

か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
・
防
鳥
ネ
ッ

ト
や
ご
み
箱
を
使
う

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６
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飼
犬
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　
飼
犬
は
生
後
３
か
月
を
過
ぎ
る
と
、
飼

犬
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射

が
必
要
で
す
。
予
防
接
種
は
お
近
く
の
動

物
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
か
環
境
政
策
課
☎
（
275
）
６
２
６

６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
前
に

　
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
残
っ
た
エ
サ

や
ト
イ
レ
の
片
付
け
を
し
な
い
と
、
残
っ

た
エ
サ
が
散
ら
か
っ
た
り
悪
臭
が
発
生
す

る
等
、
周
囲
の
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
サ
を
与
え
ら
れ
た
猫
が
不
妊
去

勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い
と
、
子
猫
を
た

く
さ
ん
生
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
不
特
定
の

方
に
エ
サ
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
猫
の
健

康
面
か
ら
も
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
サ
を
与
え
る
前
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
を
！

見
か
け
た
ら
…
素
手
で
捕
ま
え
た
り
、
触

っ
た
り
し
な
い
で
駆
除
す
る
。

駆
除
の
方
法
…
ク
モ
は
踏
み
つ
ぶ
す
か
市

販
の
殺
虫
ス
プ
レ
ー
（
ク
モ
用
ま
た
は
ゴ

キ
ブ
リ
用
）
を
噴
霧
す
る
。
卵
の
う
は
、

踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
却
す
る
。

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
…
患
部
を
流
水
で
よ

く
洗
い
、
早
く
病
院
で
治
療
す
る
。
可
能

で
あ
れ
ば
、
か
ん
だ
ク
モ
は
殺
し
て
、
病

院
に
持
っ
て
い
く
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

普
通
ご
み
処
理
券
を�

�

上
手
に
使
う
た
め
に

　
毎
回
使
用
す
る
ご
み
袋
を
45
リ
ッ
ト
ル

か
ら
30
リ
ッ
ト
ル
に
す
る
な
ど
普
段
使
う

袋
よ
り
も
1
つ
小
さ
い
サ
イ
ズ
と
な
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
で
、
1
年
間
で
普
通
ご

み
処
理
券
約
１
０
０
枚
の
節
約
と
な
り
ま

す
。
ご
み
の
量
に
合
っ
た
大
き
さ
の
袋
を

使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

引っ越したばかりの新築マンションに 「管理会社の依頼で換気扇の説

明をする」との訪問があり、そのようなこともあるのかと思い部屋に入

ることを了承した。30分以上使用方法を説明された後、換気扇フィル

ターの購入を勧められ、 約1万5千円を支払った。高額だし、よく考える

と不審だ。 クーリング・オフしたい。(当事者:学生 男性)

消費生活センターだより

休館日 土・日曜日、祝日

引っ越し直後は荷解きや手続きなどで忙しく、 新しい生活にも不慣れな時期 
であり、いつもより冷静に判断できなくなりがちです。 突然訪問を受け「管理

会社の依頼で」 「周りはみんな契約している」などと言われても、事業者の話だけを信
じてすぐに契約しないようにしましょう。事業者の話について少しでも疑問に感じた
ら、 管理会社などに確認しましょう。
※2022年4月から18歳で大人に! 一人で契約ができる反面、原則として一方的にやめ
ることはできません。成年になったばかりの若者にどんな消費者トラブルがあるのか
知っておくこともトラブル回避に役立ちます。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501

場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

管理会社の依頼？
引っ越し直後の訪問販売

※国民生活センター「子どもサポート情報　第180号」から抜粋・イラスト黒崎玄

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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重
度
障
が
い
者
の
方
な
ど
に�

タ
ク
シ

ー
等
利
用
料
金
助
成
券
を
交
付

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

や
療
育
手
帳
Ａ
、
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

申
請
・
問
合
先　
対
象
と
な
る
手
帳
ま
た

は
医
療
受
給
者
証
を
持
参
し
、
高
齢
・
障

が
い
福
祉
課
☎
（
275
）
６
２
９
４
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交

付
に
つ
い
て

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
ら

れ
た
方
で
、
業
務
時
間
中
に
窓
口
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
4
月
24
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正

午場
所　
市
役
所
（
本
館
１
階
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
以
外
の

　
お
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　

問
合
先　
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２

みん
ないっしょ

に生きる社会を

 

「
人
権
」
と
は
、
「
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
て
い
く
権
利
で
、
全
て

の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
権
利
」
で
す
。
誰
に
と
っ
て

も
身
近
で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
守

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
い

じ
め
、
暴
行
、
虐
待
、
差
別
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
む
た

め
、
国
民
の
人
権
擁
護
に
携
わ
る
国

の
行
政
機
関
と
し
て
、
法
務
省
に
人

権
擁
護
局
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
守
り
、
ま
た
、
人
権
が
大

切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
方
々
が
、
地
域
の
中
で

人
権
尊
重
の
思
想
を
広
め
、
住
民
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
創
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
外
国
に
も
例

を
見
な
い
も
の
で
す
。
現
在
、
約
１

万
４
千
名
の
委
員
が
全
国
の
各
市
町

村
に
配
置
さ
れ
、
積
極
的
な
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
、
高
石
市
で
は
７
名

が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
に
お

け
る
人
権
相
談
所
に
加
え
、
市
役
所

等
の
公
共
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
や

デ
パ
ー
ト
等
に
お
い
て
も
、
特
設
人

権
相
談
所
を
随
時
開
設
し
て
、
住
民

か
ら
の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
等
を
通
じ
て
、
被
害

者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と

い
う
申
告
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
法

務
局
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵
犯

事
件
の
調
査
に
当
た
っ
た
り
、
当
事

者
の
関
係
を
調
整
し
た
り
し
て
、
事

案
の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
高
石
市
で
は
「
人
権
の
花

運
動
」
と
し
て
小
学
校
に
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
球
根
等
を
配
布
し
、
人
権
擁

護
委
員
が
子
ど
も
た
ち
に
命
の
大
切

さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
な
ど
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
人
権
S
O
S
ミ
ニ
レ
タ

ー
」
（
便
箋
兼
封
筒
）
は
、
電
話
で

は
相
談
し
に
く
い
、
勇
気
が
い
る
な

ど
と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持

ち
に
配
慮
し
た
手
紙
に
よ
る
人
権
相

談
で
す
。
全
国
の
小
・
中
学
生
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

届
い
た
手
紙
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
想

い
を
読
み
取
っ
て
返
事
を
書
く
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、
事

案
に
応
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を

救
済
に
結
び
付
け
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）
を
記
念
し

て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
の
前

後
に
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
や
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
人
権
啓

発
活
動
を
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街

の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
保
持
さ
れ
ま
す
の
で
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽

に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

人権擁
ようご

護委員
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相談名 相談内容 相談日時 場所・電話

法律相談 弁護士による法律相談。相談日の午前9時30分から 
☎（263）2141へ予約（先着8人）

毎週木曜日（祝日を除く） 
13時から受付順に1人30分 市役所 市民相談室

行政相談 行政機関への要望・苦情 毎月第1・3木曜 （祝日を除く）  
13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談
人権擁護委員による相談（電話相談可☎（275）6279） 毎月 第1・3金曜（祝日を除く）  

13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談員による相談（電話相談可） 毎週 月・水・木  （祝日を除く） 
10時〜17時

人権推進課 
☎（275）6279

女性相談 専門の女性相談員による心配ごとや悩みごとの相談 
（人権推進課へ電話予約）

毎月第2火曜日10時〜14時  
毎月第4金曜日13時〜17時

人権推進課 
☎（275）6279

心配ごと相談 日常生活の心配ごと、悩みごと　 毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（261）3656

福祉の総合相談 いきいき地域支援員（コミュニティソーシャルワーカー）によ
る福祉に関する相談（面談による相談は事前に電話予約）

毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（261）3656

就労相談 就労にお困りの障がいのある方、母子家庭の母親、若
年、中高年齢の方などの相談（事前に電話予約）

毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜17時30分

就労支援センター（経済課内） 
☎（275）6164

消費生活相談 訪問販売や衣食住に関する商品の相談や苦情
クレジット・サラ金に関する相談

毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜16時45分

消費生活センター（市役所2階） 
☎（267）5501

ふれあい相談 少年に関するあらゆることを面接相談（事前に電話予
約）

毎週 月〜木（祝日を除く）  
9時〜16時30分

教育研究センター 
☎（262）9465

教育相談 幼児・児童・生徒の発達、教育相談（事前に学校教育課
または教育研究センターへ要予約） お問い合わせください 教育研究センター 

☎（262）7005

進路選択支援相談 進学など進路選択についての相談 毎週月・火・木・金（祝日を除く）  
9時〜16時

教育研究センター 
☎（262）7005

ホットライン高石 少年に関するあらゆる問題を電話相談 毎週月・火・木・金（祝日を除く）  
9時〜16時30分 ☎（262）9400

公民館の学習相談 市民の生涯学習に関する相談 毎日（月・休館日を除く） 
9時〜16時

中央・羽衣・千代田・取石公
民館

乳幼児の発達相談 乳幼児の発達相談、育児相談（子育て支援課へ電話予
約）

毎週月・火・木・金（祝日を除く）  
10時〜16時

子育て支援課 
☎（275）6359

乳幼児の健全育成相談 子育て支援センターによる育児の不安、しつけ、保健な
どを電話で相談

毎週 月〜金（祝日を除く）
10時〜16時

綾園保育所子育て支援センター 
☎（263）2477

毎週 月〜金（祝日を除く） 
9時30分〜正午 13時〜15時30分

南海愛児園子育て支援センター 
☎（265）3210

毎週 月〜金（祝日を除く）
10時〜16時

東羽衣こども園子育て支援センター 
☎（262）0920

毎週 月〜金（祝日を除く） 
9時30分〜正午 13時〜15時30分

羽衣子育て支援センター 
☎（267）6760

ひとり親家庭相談 ひとり親家庭の生活における悩みの相談 毎週 月〜木（祝日を除く）
10時〜16時

こども家庭課 
☎（275）6476

家庭児童相談 18歳未満の子育ての悩み
家族関係、虐待、養育上困難な生活の悩み

毎週 月〜金（祝日を除く）
10時〜16時

こども家庭課 
☎（275）6476

障がい者の生活相談 市基幹相談支援センターによる障がい者の生活に関
するあらゆる相談

毎週 月〜金（祝日を除く）  
9時00分〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（343）7800

障がい児の医療相談 障がい児を対象に医療の相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

リハビリ相談 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

税の相談 所得税、法人税、相続税、贈与税など
当日の午前9時30分から電話で予約（先着6人） 4月20日（水）13時〜16時 高石商工会議所相談室 

☎（264）1888

中小企業経営相談 中小企業診断士による創業・経営全般に関する相談
19日までに電話で予約

4月21日（木）  
13時30分〜16時30分

高石商工会議所相談室 
☎（264）1888
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

相 談 窓 口お気軽にご利用ください いずれも無料です▶ ▶
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●肝炎ウイルス検査（府HPをご覧ください）
（https://www.pref.osaka.lg.jp/kenkozukuri/
kanentaisaku/virustaisaku.html）
●HIV・クラミジア・梅毒について
①検査：第2･第4水曜日の9：30〜11：00
②相談：平日の9：00〜17：00

●骨髄バンクドナー登録窓口
（電話・和泉保健所web予約制）

●こころの健康相談（電話予約制）
こころの病気、依存症関連、ひきこもり等につい
ての相談。

休日診療
☎（265）5171 

市立診療センター内
診療時間　�日曜・祝日の�

午前9時30分〜午後0時30分、
午後1時30分〜4時30分

受付時間　�午前9時〜午後4時�
※午前診療の受付は正午まで

診療科目　内科・小児科

和泉保健所より
☎0725（41）1342　JR和泉府中駅北東徒歩約7分

健診・相談
名称 日程 時間 内容

1歳7か月児健診 4/26 ‐ 対象は2020年9月生まれ。
2歳6か月児歯科健診 5/11 ‐ 対象は2019年11月生まれ。歯ブラシをお持ちください。
3歳6か月児健診 4/15 ‐ 対象は2018年10月生まれ。朝一番の尿を採ってお持ちください。

離乳食講習会 5/6 �13：00〜14：00
対象は4〜6か月児の保護者　
場所：市役所別館
申込：地域包括ケア推進課☎（267）1160

あれこれ相談 随時 ‐ 妊娠〜子育てに関する相談（電話相談可）

健幸づくり教室�
（説明会）

4/21 16：00〜17：00 【月２回コース】場所：中央公民館、申込：スマートウェルネス推進班�☎（267）1161
随時 ‐ 【週１回コース】場所・申込：スポラたかいし�☎（267）1223・カモンたかいし☎（263）2622

プレパパママのための
マタニティクラス
（パパ・ママ学級）

4/27 10：30〜
内容：赤ちゃんのお世話（だっこ、オムツ交換など）
場所：市役所（別館3階）
申込：前日までにあれこれ相談ステーションへ☎（275）6494

市民健康相談 随時 ‐ 生活習慣病、食生活などに関する相談、禁煙サポート、その他健康に関する相談。
ささえあいの集い ������4/12・19・26 �14：00〜16：00 介護者の健康づくりと交流。
ふれあい元気クラブ 月2回 お問い合わせください 寝たきりを防ぐ介護予防体操などを、綾園・羽衣・千代田・加茂・取石で開催。

い
つ
も
元
気
に
!

�

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎（
２
６
７
）１
１
６
０

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります。

大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

産
後
ケ
ア
事
業
拡
充
の
お
知
ら
せ

対
象　
本
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
風
し
ん

抗
体
検
査
の
結
果
、
風
し
ん
抗
体
が
不
十

分
と
判
定
さ
れ
た
方
の
う
ち
妊
娠
を
希
望

し
て
い
る
女
性
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
妊

婦
の
配
偶
者

※
た
だ
し
妊
娠
中
お
よ
び
妊
娠
の
可
能
性

　
が
あ
る
方
、
風
し
ん
含
有
ワ
ク
チ
ン
を

　
2
回
以
上
接
種
し
て
い
る
方
、
過
去
に

　
助
成
を
受
け
た
方
、
昭
和
37
年
4
月
2

　
日
〜
昭
和
54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男

　
性
の
方
は
除
く
。

場
所　
市
内
指
定
医
療
機
関
（
要
予
約
）

持
ち
物　
健
康
保
険
証
等
、
住
所
年
齢
を

確
認
で
き
る
も
の
、
抗
体
検
査
の
結
果
用

紙
（
5
年
前
ま
で
有
効
）

費
用　
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
：
３
０

０
０
円
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
：
１
５
０
０

円問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
市
で
は
、
産
後
４
ヶ
月
未
満
の
産
婦
で
、

産
後
の
心
身
の
不
調
ま
た
は
育
児
不
安
等

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
う
産
後
ケ
ア
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
従

来
か
ら
の
宿
泊
型
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
に

加
え
て
、
助
産
師
が
自
宅
へ
訪
問
す
る
訪

問
型
の
産
後
ケ
ア
を
開
始
し
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
は
、
出
産
後
１
年

　
以
内
の
母
子
が
対
象

問
合
先　
あ
れ
こ
れ
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
（
275
）
６
４
９
４
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お問い合わせは、電話等で各施設まで。
高石市役所 ☎（265）1001
アプラホール ☎（267）0018
総合保健センター ☎（267）1160
図書館本館 ☎（263）3100
図書館分館 ☎（273）3160
カモン たかいし ☎（263）2622
中央公民館 ☎（265）6422
千代田公民館 ☎（264）0886

羽衣公民館 ☎（265）3227
東羽衣公民館 ☎（262）8545
清高公民館 ☎（263）5885
取石公民館 ☎（260）0550
デージードーム ☎（263）3317
とろしプラザ ☎（260）0550
スポラ たかいし ☎（267）1223
障がい者ふれあいプラザ ☎（261）3831

ス
ポ
ー
ツ�

カ
モ
ン
た
か
い
し　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し
て
健

康
な
身
体
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん

か
？

※
い
ず
れ
も
場
所
、
申
し
込
み
、

　
問
い
合
わ
せ
は
カ
モ
ン
た
か
い

　
し
へ

チ
ー
ム
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

日
程　

▼
６
月
19
日
、
男
子
C
級

▼
7
月
3
日
、
男
子
B
級
・
女
子

　
B
級

▼
7
月
10
日
、
女
子
A
級
・
Ｃ
級

▼
7
月
17
日
、
男
子
A
級

種
目　
硬
式
テ
ニ
ス
団
体
戦

場
所　
高
師
浜
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象　
選
手
登
録
の
あ
る
方
（
未

登
録
の
方
は
、
申
込
時
に
申
請
と

登
録
料
１
０
０
０
円
が
必
要
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
万
円（
小・

中
・
高
校
生
の
み
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
は
５
０
０
０
円
）

申
込　
4
月
7
日
〜
5
月
3
日
ま

で
に
連
盟
事
務
局
の
ラ
イ
オ
ン
ス

ポ
ー
ツ
☎（
261
）１
５
２
５
、
テ
ニ

ス
ト
ピ
ア
☎（
264
）３
７
４
１

※
詳
し
く
は
市
庭
球
連
盟
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ［https://takaishi-ten

　

nis.com
/

］を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
市
庭
球
連
盟
の
粟
田
さ

ん
☎
０
９
０（
３
４
８
５
）９
６
５
９

ラ
イ
フ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ウ
ォ
ー
ク 

in 

高
石

　
運
動
不
足
が
ち
な
父
母
の
み
な

さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん

か
？
参
加
賞
も
も
ら
え
ま
す
。

日
時　
5
月
８
日
（
日
）

５
ｋ
ｍ
：
①
午
前
9
時
30
分
か

ら
、
②
9
時
45
分
か
ら
、
③
10
時

か
ら

3
ｋ
ｍ
：
④
午
前
10
時
15
分
か
ら

※
小
雨
決
行
。
当
日
の
問
合
先
は

　
☎
０
１
８
０（
９
９
７
）０
４
０

場
所　
浜
寺
公
園

対
象　
市
内
在
住
の
幼
児
・
小
学

生
と
保
護
者

募
集　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
4
月
11
日
か
ら

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
事

務
局
（
社
会
教
育
課
内
）
☎（
275
）

６
４
３
７

人
　
権�

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る 

 

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
5
月
1
日
〜
7
日
の
憲
法
週
間

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
特
設
人
権

相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
５
月
６
日
（
金
）
午
後
1

時
〜
4
時

場
所　
市
役
所
（
本
館
2
階
）

問
合
先　
人
権
推
進
課
☎（
275
）６

２
７
９

平
和
へ
の
取
組
み
を
取
材
す
る 

 

親
子
記
者
を
募
集
し
ま
す

　
8
月
9
日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
平
和
祈
念
式
典
等
に
参
加
す

る
な
ど
、
長
崎
で
平
和
活
動
に
取

組
む
人
た
ち
を
親
子
で
取
材
し

「
お
や
こ
新
聞
」を
作
成
し
ま
す
。

実
際
に
長
崎
を
訪
れ
て
平
和
へ
の

取
組
み
を
取
材
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
大
の
影
響
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト

　
取
材
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
間　
8
月
8
日
〜
11
日

対
象　
小
学
生
（
4
年
生
以
上
）

と
保
護
者

募
集　
全
国
で
９
組
（
応
募
多
数

の
場
合
、
抽
選
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
5
月
18
日
ま
で

に
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
本

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局

［
☎
０
９
５（
８
４
４
）９
９
２
３
、

Ｅ
メ
ー
ル
：info@

nucfreejap
an.com

、
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.
nucfreejapan.com

］

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

木曜

土曜

月曜

一般
男女

プログラム名 曜日対象 費用時間
かんたんエアロ
ストレッチヨガ

リラックスヨガ
ボディケア教室
ヨガ教室

※２つ以上お申し込みの場合、
２教室目から受講料を 1,000 円引きとさせていただきます。

体力アップトレーニング
10：25～（60分）
  9：10～（60分）
10：45～（60分）

10：45～（60分）

 ９：30～（60分）

 ９：30～（60分）

4,400 円
/4 回
（税込み）
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公
民
館�

あ
な
た
は
大
丈
夫
？　
　
　

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

日
時　
5
月
19
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

募
集　
20
人

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
４
月
21
日
か
ら

中
央
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

チ
ェ
ア
ヨ
ガ
講
座

日
時　
５
月
27
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

募
集　
20
人

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み

物申
込
・
問
合
先　
22
日
か
ら
中
央

公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

各
　
種�

商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
法
律
相
談

日
時　
4
月
15
日
（
金
）
午
後
6

時
〜
8
時

募
集　
3
人
（
先
着
順
）

申
込　
当
日
の
午
前
9
時
30
分
か

ら
電
話
申
込

■
簿
記
検
定
（
1
〜
3
級
）

試
験
日　
6
月
12
日
（
日
）

受
検
料　
１
級

‥

７
８
５
０
円
、

２
級

‥

４
７
２
０
円
、
３
級

‥

２

８
５
０
円

申
込　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
4
月

25
日
〜
5
月
２
日
、
窓
口
：
5
月

10
日
〜
12
日

■
珠
算
検
定
（
１
〜
３
級
・
段
位

検
定
）

試
験
日　
6
月
26
日
（
日
）

受
検
料　
1
級
：
２
３
４
０
円
、

２
級
：
１
７
３
０
円
、
３
級
：
１

５
３
０
円
、
段
位
：
２
９
５
０
円

（
珠
算
の
み
：
２
５
５
０
円
、
暗

算
の
み
：
１
２
２
０
円
）

申
込　
5
月
9
日
〜
13
日
ま
で　

※
い
ず
れ
も
場
所
、
申
し
込
み
、

　
問
い
合
わ
せ
は
高
石
商
工
会
議

　
所
☎（
264
）１
８
８
８

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験　
　

『
親
子
で
野
外
ゲ
ー
ム
』

日
時　
4
月
24
日
（
日
）
午
前
9

時
45
分
〜
正
午

場
所　
浜
寺
公
園
ス
テ
ー
ジ
前

対
象　
小
学
１
年
生
〜
小
学
3
年

生
の
子
ど
も
と
保
護
者

募
集　
20
組
（
先
着
順
）

内
容　
野
外
ゲ
ー
ム
ほ
か

持
ち
物　
お
茶
、
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

参
加
費　
1
人
50
円
（
保
険
料
）

申
込
・
問
合
先　
4
月
20
日
ま
で

に
氏
名（
子
ど
も
と
保
護
者
）、生

年
月
日
、
学
年
、
住
所
、
保
護
者

の
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
の
う
え
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
高
石
第
3
団
の
三
木
さ
ん
へ

［
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
261
）９
７
３

８
、
E
メ
ー
ル
：m

-yasutaka
@

zeus.eonet.ne.jp

］

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

日
時　

6
月
19
日
〜
12
月
4
日

（
全
21
回
）

場
所　
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象　
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

募
集　
手
書
き
コ
ー
ス
、
P
C
コ

ー
ス
い
ず
れ
も
10
人
程
度
（
受
講

判
定
試
験
あ
り
）

費
用　
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

や
登
録
試
験
料
の
負
担
あ
り
）

申
込　
5
月
９
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
阪
府
中

途
失
聴
・
難
聴
者
協
会
ま
で
郵
送

も
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
［
〒
５
３
７

−

０
０
２
５　

大
阪
市
東
成
区
中
道
1

-

3

-  

59　

U
RL:https://w

w
w

.pre
f.osaka.lg.jp/

］

問
合
先　
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ

ン
タ
ー
☎
０
６（
６
９
１
０
）８
０

０
１

姉
妹
都
市
協
会 

 

英
会
話
講
習
受
講
生
の
募
集

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講

師
か
ら
楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
し

ょ
う
。

日
程　
5
月
12
日
〜
7
月
14
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

時
間　
初
級
：
午
後
６
時
30
分
〜

７
時
30
分
、
上
級
：
午
後
７
時
40

分
〜
８
時
40
分

場
所　
中
央
公
民
館
（
１
階
）

対
象　
姉
妹
都
市
協
会
会
員

※
姉
妹
都
市
協
会
で
は
随
時
、
会

　

「
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ペ
ー
ジ
」

公
民
館

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

▶
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
別
途
年

会
費
の
負
担
あ
り
）

申
込
・
問
合
先　
5
月
6
日
ま
で

に
姉
妹
都
市
協
会
事
務
局
（
秘
書

課
内
）
☎（
275
）６
０
７
８

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
中
級
養

成
講
座

日
程　

6
月
2
日
〜
11
月
24
日

（
全
24
回
）

場
所　
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象　
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
初
級

養
成
講
座
の
修
了
者
、
ま
た
は
修

了
同
程
度
の
能
力
を
有
す
る
方

募
集　
点
訳
、
朗
読
各
25
人
（
受

講
判
定
試
験
あ
り
）

受
講
料　
無
料
（
別
途
教
材
費
の

負
担
あ
り
）

申
込　
4
月
28
日
（
必
着
）
ま
で

に
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
で
配
布

す
る
申
込
書
を
「
一
般
財
団
法
人

大
阪
府
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会　

大
阪
府
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
中
級

養
成
講
座
担
当
」
ま
で
郵
送
も
し

く
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ:

0
６
（
６
７
４

８
）
０
６
3
１
ま
た
は
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
［
〒
５
３
７
‐

０
０
２
５　
大
阪
市
東
成
区
中
道

１
‐
３
‐
59
、U

RL

：https://
w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/

］

問
合
先　
一
般
財
団
法
人
大
阪
府

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
６
（
６
７
４
８
）
０
６
１
１

こ
ん
ろ
火
災
を
防
ご
う
！

住
宅
防
火
対
策

　　
令
和
3
年
に
発
生
し
た
住
宅
火

災
の
原
因
ワ
ー
ス
ト
１
は
「
こ
ん

ろ
火
災
」
で
す
。
こ
ん
ろ
火
災
の

多
く
は
「
消
し
忘
れ
」
に
よ
る
も

の
で
す
。
火
を
使
用
し
て
い
る
と

き
は
、目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
、

こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
場
合
は
必
ず

火
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
堺
市
消
防
局
予
防
査
察

課
☎（
238
）６
０
０
５

春
の
地
域
安
全
運
動
に
つ
い
て

　
４
月
18
日
〜
27
日
ま
で
の
10
日

間
、「
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
子
ど
も

と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
、
特
殊

詐
欺
の
被
害
防
止
、
自
動
車
関
連

犯
罪
の
被
害
防
止
を
重
点
に
高
石

市
内
で
春
の
地
域
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

問
合
先　
高
石
警
察
署
生
活
安
全

業
務
内
容　
①
発
達
検
査
お
よ
び

相
談
、
育
児
相
談
②
保
育
担
当

雇
用
期
間　
令
和
5
年
3
月
31
日

ま
で
（
継
続
雇
用
有
り
）

給
与　
①
月
給
16
万
３
７
８
１
円

②
時
給
１
３
２
８
円
、
い
ず
れ
も

期
末
手
当
、
通
勤
手
当
あ
り

応
募
・
問
合
先　
①
履
歴
書
・
資

格
証
明
書
の
写
し
、
小
論
文
「
心

理
職
と
し
て
発
達
相
談
業
務
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
」
②
履
歴

書
・
資
格
証
明
書
の
写
し
を
子
育

て
支
援
課
☎（
275
）６
３
５
９
へ
持

参

課
☎（
265
）１
２
３
４

市
教
育
委
員
会
の
心
理
士

（
発
達
相
談
員
）・
保
育
士
を

募
集

募
集　
①
心
理
士
2
人
（
臨
床
心

理
士
お
よ
び
、
臨
床
発
達
心
理
士

の
資
格
を
有
す
る
方
）
②
保
育
士

3
人（
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
）

勤
務
場
所　
①
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
松
の
実
園
②
綾
園
保
育
所
ま

た
は
松
の
実
園

高石市は関西国際空港を応援しています� 関空ニュース

　航空関連情報の収集や提供を行うCIRIUM（シリウム）が発表した、世
界の航空会社と空港の定時出発率の総合ランキング「The On-Time 
Performance Awards 2021」において、中規模空港部門で関西国際
空港が、大規模空港部門で大阪国際空港が、それぞれ世界1位を獲得
しました。（※空港のカテゴリーは、2021年6～12月に運航されたフラ
イト総数における割合等により分類されています。）　　　　　　　　
　今回の２空港同時受賞は、就航している各航空会社の定時運航への
日々の努力はもちろん、関西エアポートグループのお客さまの旅をより
快適でスムーズにする「ファストトラベル」の取り組み、そして何よりも、
空港をご利用いただく皆さまの定時運航へのご協力があってこその受
賞です。関西エアポートグループは引き続き、空港関連事業者と連携
し、航空機の定時出発確保にむけて取り組み、お客さまが快適にご利用
いただける空港づくりを進めてまいります。

関西国際空港・大阪国際空港が関西国際空港・大阪国際空港が
定時出発率世界1位を獲得！定時出発率世界1位を獲得！

〈問合先〉関西国際空港案内☎072（455）2５００ 
詳しくは、ホームページをご覧ください。https://www.kansai-airport.or.jp
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府
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
使

用
者
の
募
集

対
象　
次
の
種
別
及
び
等
級
に
該

当
す
る
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
方
で
満
18
歳
以
上
の

府
内
在
住
者（
そ
の
他
要
件
有
り
）

盲
導
犬
：
視
覚
障
が
い
１
級
、
介

助
犬
：
肢
体
障
が
い
１
級
ま
た
は

２
級
、
聴
導
犬
：
聴
覚
障
が
い
２

級費
用　
訓
練
に
要
す
る
費
用
、
補

助
犬
の
使
用
に
か
か
る
費
用
は
自

己
負
担

申
込
・
問
合
先　
5
月
13
日（
金
）

ま
で
に
申
請
書
に
「
身
体
障
が
い

者
手
帳
」
の
写
し
を
添
え
て
郵
送

［
〒
5
4
0-

8
5
7
0　

大
阪

市
中
央
区
大
手
前
2
丁
目　
府
福

祉
部
障
が
い
福
祉
室
自
立
支
援
課

社
会
参
加
支
援
グ
ル
ー
プ
身
体
障

が
い
者
補
助
犬
担
当
者
宛
て
☎
０

６
（
６
９
４
４
）
９
１
７
６
］

※
申
請
書
は
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
、
市
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
窓
口
等
で
配
布

こ
ど
も
の
た
め
の　
　
　
　

は
じ
め
て
の
演
劇

日
時　
5
月
13
日(

金)

午
後
6
時

〜
7
時
30
分
（
5
時
45
分
受
付)

場
所　
東
羽
衣
公
民
館
（
1
階
）

対
象　
年
長
・
小
学
生
・
中
学
生

(

保
護
者
同
伴
可)

募
集　
15
人(

先
着
順)

参
加
費　
無
料

申
込　
え
ん
げ
き
っ
ず
ツ
イ
ッ
タ

ー
内(https://tw

itter.com
/

engekids_sm
ile)

の
申
込
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
先　
こ
ど
も
劇
団
え
ん
げ
き

っ
ず
［
☎
０
７
０（
８
４
２
０
）０

４
９
８（
留
守
電
対
応
）、E
メ
ー

ル
：sm

ilefriends2525

＠︎g
m

ail.com
］

リ
ユ
ー
ス
品
無
料
抽
選
会

　

泉
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ゴ
ミ
の
減
量
・
再
資
源
化
推

進
の
た
め
、
家
具
等
の
無
料
抽
選

会
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。　

申
込
・
問
合
先　
4
月
20
日
ま
で

に
泉
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
０

７
２
５
（
４
１
）
２
０
３
０
に
電

話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

※
応
募
は
1
世
帯
1
品
で
す
。
ま

　
た
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
配
送
等
は

　
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
各
自
で

　
運
搬
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
た
め
の
就

業
支
援
講
習
会
受
講
生
募
集

■
登
録
販
売
者
試
験
対
策
講
座

日
時　
6
月
4
日
〜
7
月
16
日
の

土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
全
７
回
）

場
所　
大
阪
府
立
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・

父
・
寡
婦　

募
集　
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

料
金　
６
０
０
０
円

申
込
期
限　
5
月
6
日
ま
で

■
介
護
職
員
実
務
者
研
修
講
座

日
時　
金
曜
日
コ
ー
ス
（
内
２
回

は
土
曜
日
）：
5
月
28
日
、6
月
10

日
〜
7
月
８
日
、
8
月
5
日
、
19

日
ま
た
は
26
日
、
10
月
1
日
の
全

９
回
。
土
曜
日
コ
ー
ス
：
5
月
28

日
、
6
月
11
日
〜
7
月
9
日
、
8

月
6
日
、
20
日
ま
た
は
27
日
、
10

月
１
日
の
全
９
回
。
い
ず
れ
も
午

前
9
時
〜
午
後
6
時

場
所　
未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ
難
波

校 

（
5
月
28
日
、
10
月
1
日
は
府

立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

募
集　
各
コ
ー
ス
12
人
（
応
募
多

数
の
場
合
、
抽
選
）

料
金　
１
５
０
０
０
円

申
込
期
限　
4
月
28
日

申
込
・
問
合
先　
い
ず
れ
も
申
込

期
限
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
返
信

面
に
①
講
座
名
②
住
所
③
氏
名
④

年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
受
講

動
機
⑧
当
セ
ン
タ
ー
で
の
受
講
歴

⑨
一
時
保
育
（
2
歳
〜
就
学
前
）

希
望
者
は
子
の
氏
名
と
年
齢
を
記

載
し
郵
送
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込

※
登
録
販
売
者
試
験
対
策
講
座
は

　
Wi
ー
Fi
環
境
の
有
無
を
、
介
護

　
職
員
実
務
者
研
修
講
座
は
実
務

　
経
験
年
数
、
主
任
者
研
修
か
ヘ

　
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
を
保
持
し

　
て
い
れ
ば
合
わ
せ
て
記
載

［
〒
5
3
7-

0
0
2
5
大
阪
市

東
成
区
中
道
1-

3-

59
大
阪
府
立

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
大

阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
６
（
６
７
４

８
）
０
２
６
３
、U

RL

：https:
//w

w
w

.osakafu-boshiren.
jp/

］
列
車
内
ち
か
ん
相
談
窓
口

　
鉄
道
警
察
隊
で
は
、
ち
か
ん
等

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
目
撃
さ

れ
た
方
の
相
談
を
24
時
間
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
先　
大
阪
府
警
察
本
部
鉄
道

警
察
隊
☎
０
６
（
６
８
８
５
）
１

２
３
４

「
W
e
b
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」

リ
ユ
ー
ス
品
無
料
抽
選
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

▶



ホールの感染防止対策
１．アプラホール主催イベントにつきましては入場時に非接触体温
　  計にて検温を行います。37.5度以上の熱がある方の入場はお断
　  りさせていただきますのでご了承ください。
２．マスクの着用をお願いいたします。
３．手指の消毒をしてご入場ください。
４．「大阪コロナ追跡システム」QRコードの登録をお願いします。
５．大きな声での会話はご遠慮ください。
６．客席内はソーシャルディスタンス席となっております。
※皆様の安全・安心確保のため、上記新型コロナウイルス感染症
　拡大防止対策にご理解、ご協力をお願いいたします。

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

A P P L A 　 た か い し

アプラホール☎（267）0018 （第2・第4火曜日休館）
綾園1-9-1（アプラたかいし3階）
●詳しくはお問い合わせください。

EVENT 
GUIDE

※チケット発売初日のアプラホールでの受付は9時（電話予約は12時）からです。売り切れの際はご了承ください。

４/9(土）│ 大ホール（全席自由）
映画鑑賞会「MINAMATA　ミナマタ」　115分
出  ジョニーデップ、真田広之、加瀬亮、浅野忠信ほか
└  ①10：00　②14：00　③18：00（開場／各回45分前）
￥  一般１,000円、小学生500円、Aメイト招待
※3月号では4/16（土）とお知らせしましたが、日程が変更になり
ました。

５/５(木）│ ギャラリー※入場規制を行う場合ありこどもまつり
こどもまつり
ミニ縁日（スーパーボールすくい、射的、輪投げ、ボール入れほか）
ボーネルンドの考える玩具、図書館のワークショップなど
└  11：00〜15：00
￥  遊び券４枚綴り200円

５/９(月）│ 大ホール・ホワイエ（全席自由）
音の玉手箱「アンサンブル」ピアノ連弾
出  河村友季子、岡松恵子、釜親寿里、竹内愛未
└  1３：00（開場／1２：30）
￥  一律５００円
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子育てウェルカムステーションHUGOOD  TAKAISHI
☎（267）3115 （第 2・第 4火曜日休館）

HUGOOD monthly event
日 時

遊び発見

平日

イベント

4/19

10：45～ 絵本読み聞かせ

11：15～11：35

※「遊び発見」は親子で1時間500円の入場料が必要

※

おおきくなったかな4/28 11：00～12：00

大型絵本4/11 11：15～11：35

７１

月月 1部：13：00 ～ 14：00

in 母子健康センター

Sun.
日日日

対象　これからパパ・ママになる方・すでになっている方
募集　各７組（先着順）
持ち物　母子健康手帳、筆記用具、飲み物（必要な方）
申込・問合先　４月 15日から電話申込　あれこれ相談ステーション ☎（275）6494　

パパのための沐浴クラスパパのための沐浴クラス

2部：14：30 ～ 15：30

参加
無料

５ １

●●  映画鑑賞会「HOKUSAI」　129分 

5/21（土）
場　所／大ホール（全席自由）
時　間／①10：00　②14：00　③18：00（開場／各回45分前）
出　演／柳楽優弥、玉木宏、瀧本美織、阿部寛、永山瑛太ほか
料　金／一般1,000円、小学生500円、Aメイト招待

●●  Saturday Jazz vol.165　　　　　　　　　　　　
　　「グレンミラー特集」 

5/21（土）
場　所／小ホール（全席自由）
時　間／19：00（開場／18：30）
出　演／中野ひろし＆スイングガイズオーケストラ
料　金／一般1,000円、Aメイト900円

４月のワークショップ
～週末、アプラで気軽にモノづくりが楽しめます ～

春のボタニカルランプ

4/10（日） 4/17（日）

4/24（日） 4/29（金）

時　間　10：00～15：00
（12：00～13：00昼休憩）
各所要時間　30分～60分程度　
場　所　CANVAS（2階）
料　金　800円

多肉植物テラリウム

カラーペーパーでジャイアント
フラワーを作ろう

マーブリング・デコの卓上時計

※いずれも当日申込制
席が空いていれば参加
できます。



図書館
T O P I C S

今月の新着本

一般書 348冊
児童書 157冊

今月の特別展示

開館時間
本館  9：30 ～ 20：00
分館  9：30 ～ 20：00

（第2・第4火曜日休館）

電話番号
本館  ☎（263）3100
分館  ☎（273）3160

おはなし会とあそび
幼児から小学生向け

加茂幸代さんによるおはなし会　
日毎週土曜日　14：30～15：00　
絵本の読み聞かせ・紙芝居・絵本の紹介など
※４月１６日は「ちびっこあつまれ！」と同時開催

赤ちゃんから小学校入学前の幼児向け

グーチョキパーひろば　
【あそびの日】
日毎月第1火曜日　10：00～11：00
簡単工作やママへの遊び方レクチャー・絵本の読み聞かせ

【つどいの日】　　
日毎月第2木曜日　10：00～11：00
子どもの手作りおもちゃ遊び・ママの友達作り・子ども
が選んだ絵本の読み聞かせ

★場所／いずれも本館児童コーナー

○○視覚障がい者の方には、前もってご連絡をいただければ対面朗読サービスを行います。

ホットケーキにアイスクリー
ム、ハンバーグにコロッケ、お
いしそうな絵本や、いろいろな
たべものの本を集めました！
自分でつくるのも楽しいね。お
料理の本もあるのでチャレンジ
してみよう！

聖徳太子ってどんな人？ おいしい♪本

何者なのか？何をやった人なの
か？実はあまり知られていない
聖徳太子。この機会に、本をお
供に「1400年」という途方もな
い時間の旅をして、自分なりの
聖徳太子像を考えてみてはいか
がでしょうか？

高石駅前広場

こ
ー

会もど
カ 二バル
in

こども会に加入してなくても参加OK

4.29
9:00～

12:00
ブースが

楽しい

出店たくさん

金 祝

雨天時は 4月 30日に開催
問合先　こども会育成協議会事務局 ☎（275）6437

聖徳太子をゴスペルで！？
　今年は聖徳太子の没後1400年の年です。誰もが知って
いる名前ですが、何者なのか？何をやった人なのか？あま
り知られていません。図書館のエントランスでは、そんな
聖徳太子をゴスペルで歌う異色のミニコンサートが行わ
れます。４月からはエントランスでの展示もしますので、
本とともに1400年前に思いを馳せてみてください。
日時　４月2４日（日）１４時〜1４時３０分
場所　本館エントランス
募集　先着１５名
料金　無料

ちびっこあつまれ！
　いつもの絵本の読み聞かせに加え
て、紙芝居の読み聞かせやマジックショーなど盛りだくさ
ん♪ご参加お待ちしております！
日時　４月16日（土）14時30分から
場所　本館視聴覚室
募集　30名（未就学児は保護者の同伴要）
参加費　無料
申込　本館貸出カウンター（電話申込可）
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科学的介護予防活動への発展をめざして
三菱総研DCS 株式会社様と協定を締結
【3月15日・高石市役所】

三菱総研 DCS株式会社様と「地域活性化包括連携協定」を締結。
締結式後、阪口市長は「これからはロボットや ITの力も借りなが
ら健幸づくりを一緒に盛り上げていきましょう。」と語りました。

小学生になったらいろんなことに挑戦だ
加茂幼稚園で卒園式
【3月18日・加茂幼稚園】

園長先生から卒業証書をもらった子どもたちは小学生になって挑戦するこ
とを大きな声で発表。「友達 100 人つくりたい」、「勉強を頑張りたい」、「ス
ポーツを頑張りたい」などそれぞれの抱負を保護者の方に伝えていました。

TAKAISHI　フォトニュース  　 

まちをスタジアムに！
自転車を通じた地域創生について意見交換
【3月15日・高石市役所】

川淵三郎氏からもコメントを頂き、ジャパンサイクルリーグの片山右京
チェアマンと、同リーグ所属で高石市を拠点とするマトリックスパワー
タグの安原昌弘監督が市長と地域創生について意見交換を行いました。

お
知
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せ
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口
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コロナに負けない元気な身体を！
健幸フェスティバル＆高石マルシェ開催
【3月20日・高石駅前広場】

会場では感染症対策を行い、ダンスや和太鼓演奏のほか、農産物などの販
売ブースが出店。同時開催の健幸ウォーキングイベントでは、子どもからお
年寄りまでたくさんの人が参加し、駅前広場は大いに盛り上がりました。

わくわく、ドキドキでいっぱいの時間！
ボーネルンドのおもちゃであそぼう
【2月25日・とろしプラザ】

トランポリンやチューブトンネル・マグフォーマー等のボーネルンドオリジ
ナルの遊具が登場。普段遊んでいるおもちゃとは違うおもちゃで遊ぶこと
のできた子ども達からは、たくさんの笑顔が溢れ楽しい時間となりました。

自分にできることから始めよう
高校生が震災体験学習について報告
【3月15日・高石市役所】

高石高校の生徒達が市役所を訪問し、野島断層保存館での学習と阪神・
淡路大震災の体験プログラムの参加について報告しました。生徒達は

「今後は、近隣小・中学校にも情報を共有していきたい。」と話しました。



問合先　危機管理課☎（27 5）62 4 7　

資格　市内在住または在勤で18歳以上の方

　高石市消防団は、市民を対象とした救命講習や初期消火指導、消防

車両で火災予防を呼び掛ける活動等に加え、災害の発生を想定した避

難誘導、救助、消火等の各種訓練も行っています。

　高石市民の安全安心を守るため、消防団への入団をお願いします。

消 防 団 員消 防 団 員

募 集募 集

あなたも一緒にまちを守りませんか？

f
人
口
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